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株式会社川原経営総合センター

経営コンサルティング部門

資 格
• 介護福祉士
• 社会福祉主事任用資格
• 日商簿記検定 2級

支援内容

• 経営改善
採用業務改善（人材確保、定着、離職防止 等）、稼働率向上支援

（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設・通所リハ・通所介護 等）
• 経営実態調査

支 援 先 • 社会福祉法人（高齢）、医療法人
• 行政、経営実態調査

職 歴 等

• 通所介護 管理者 3年
• 通所介護 生活相談員兼介護職員 ５年
• 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設 生活相談員 3年半
• 有料老人ホーム 介護職員 2年
• 採用担当（通所介護 10事業所）、リスクマネジメント委員会 事務局 等の本部管轄業

務 3年
• 介護老人保健施設 経理、国保連請求担当 4年
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１．経営指標から見える実態 ～黒字・赤字施設の比較～
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経営指標 各指標
2019年度（R1）

第5回
2020年度（R2）

第6回
2021年度（R3）

第7回
2022年度（R4）

第8回
2023年度（R5）

第9回
対前年度比

サービス活動収益(円） 366,771,872 376,275,111 388,586,762 397,707,169 406,176,340 8,469,172

  内、（経常経費）補助金収益（円） 1,848,854 3,891,552 2,898,444 9,215,149 5,319,120 -3,896,029

サービス活動費用（円） 360,913,979 367,041,795 377,669,450 387,305,565 396,528,528 9,222,963

国庫補助金等特別積立金取崩額（円） 18,306,070 16,979,232 16,818,867 16,997,935 17,270,100 272,165

サービス活動増減差額（円） 6,133,578 9,408,041 10,917,312 10,401,604 9,647,813 -753,791

サービス活動増減差額率（収支差額率） 1.67% 2.50% 2.81% 2.62% 2.38% -0.24%

損益分岐点（BEP） 356,810,489 364,691,348 375,402,397 382,209,237 392,142,209 9,932,972

損益分岐点比率 97.28% 96.92% 96.61% 96.10% 96.54% 0.44%

サービス活動収益計-損益分岐点 9,961,383 11,583,762 13,184,365 15,497,932 14,034,131 -1,463,800

収益性

図表Ⅲ-1：経営指標一覧（経年推移）

「収益」は上がっているが「費用」も上がっている

報告書18P 参照



6© Kawahara Business Management Group

黒字 赤字

5 14
サービス活動収益(円） 292,746,191 290,176,196 2,569,995
  内、（経常経費）補助金収入（円） 2,847,704 4,677,855 -1,830,152
サービス活動費用（円） 271,441,702 311,419,020 -39,977,317
国庫補助金等特別積立金取崩額（円） 13,770,810 17,619,266 -3,848,456
サービス活動増減差額（円） 21,304,489 -21,242,823 42,547,312
サービス活動増減差額率（収支差額率） 7.28% -7.32% 14.60%
損益分岐点（BEP） 268,204,959 311,062,163 -42,857,204
損益分岐点比率 91.62% 107.20% -15.58%
サービス活動収益-損益分岐点 24,541,232 -20,885,967 45,427,199
一日平均利用者数(人) 60.74 62.50 -1.75
一日当たり利用率 94.03% 90.29% 3.74%
利用者10人当たり職員数(人) 7.49 6.65 0.84
利用者１人一日当たりサービス活動収益(円) 13,168 12,686 482
人件費率 62.74% 70.43% -7.69%

内、派遣職員費率 0.68% 4.60% -3.92%
委託費率 7.03% 7.46% -0.43%
　人件費率＋委託費率 69.77% 77.89% -8.12%
事業費率 15.18% 18.92% -3.74%
事務費率 6.06% 5.46% 0.60%

内、研修研究費 0.27% 0.07% 0.20%
内、修繕費 2.14% 1.05% 1.09%

減価償却費率 1.66% 3.43% -1.78%
職員１人当たり給与費（円/月額） 336,432 409,790 -73,358 
職員１人当たりサービス活動収益（円/月額） 536,236 581,832 -45,596 
労働生産性（円/月額） 408,281 408,412 -131 
労働分配率 82.41% 100.84% -18.43%
流動比率 - - -
固定長期適合比率 - - -
純資産比率 - - -
借入金償還余裕率 - - -
利用者延べ人数（人） 22,232 22,874 -641
常勤換算職員数（人） 45.49 41.56 3.93
定員数（人） 64.60 69.21 -4.61

経営指標 従来型_各指標
差額

（黒字-赤字）

収益性

機能性

合理性

生産性

安全性

施設
データ

報告書12P～ 黒字・赤字施設ごとの経営指標一覧

ポイント
①黒字施設の方が利用
者に対する職員配置が
手厚い。

②赤字施設の派遣職員
への依存率は高く、委
託率も赤字施設の方が
高い。

➂黒字施設の方が職員
一人当たりの月額給与
は低く、人件費率も低
い。

⇒人材を法人独自で確
保することが困難であ
り、派遣職員又は業務
委託に依存しての運営
がなされていると推察
される。

黒字・赤字施設ごとの経営指標一覧 報告書12P 参照
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黒字 赤字

17 5
サービス活動収益(円） 534,671,416 407,523,638 127,147,778
  内、（経常経費）補助金収入（円） 6,585,029 4,650,698 1,934,331
サービス活動費用（円） 493,624,108 429,797,004 63,827,104
国庫補助金等特別積立金取崩額（円） 16,999,679 20,011,299 -3,011,620
サービス活動増減差額（円） 41,047,308 -22,273,366 63,320,674
サービス活動増減差額率（収支差額率） 7.68% -5.47% 13.14%
損益分岐点（BEP） 485,445,901 433,592,704 51,853,197
損益分岐点比率 90.79% 106.40% -15.60%
サービス活動収益-損益分岐点 49,225,515 -26,069,066 75,294,581
一日平均利用者数(人) 96.52 78.57 17.95
一日当たり利用率 93.55% 90.51% 3.03%
利用者10人当たり職員数(人) 7.08 7.45 -0.37
利用者１人一日当たりサービス活動収益(円) 15,136 14,172 963
人件費率 63.04% 65.16% -2.12%

内、派遣職員費率 2.84% 3.21% -0.37%
委託費率 5.18% 7.67% -2.48%
　人件費率＋委託費率 68.23% 72.83% -4.60%
事業費率 14.64% 14.32% 0.32%
事務費率 4.40% 4.26% 0.15%

内、研修研究費 0.19% 0.18% 0.01%
内、修繕費 0.91% 0.59% 0.31%

減価償却費率 4.85% 13.99% -9.14%
職員１人当たり給与費（円/月額） 410,835 378,125 32,710
職員１人当たりサービス活動収益（円/月額） 651,683 580,280 71,403
労働生産性（円/月額） 490,924 371,560 119,365
労働分配率 83.71% 101.77% -18.06%
流動比率 - - -
固定長期適合比率 - - -
純資産比率 - - -
借入金償還余裕率 - - -
利用者延べ人数（人） 35,326 28,755 6,570
常勤換算職員数（人） 68.37 58.52 9.85
定員数（人） 103.18 86.80 16.38

経営指標 ユニット型_各指標
差額

（黒字-赤字）

収益性

機能性

合理性

生産性

安全性

施設
データ

報告書12P～ 黒字・赤字施設ごとの経営指標一覧

ポイント
①赤字施設の一日平
均利用者人数が低い。

⇒利用率向上を最優
先事項として取り組
む対応が効果的。

②赤字施設の派遣職
員への依存率は高く、
委託率も赤字施設の
方が高い。

⇒清掃や調理等の年
間の契約、業務内容
をこまめに見直こと
が必要。

黒字・赤字施設ごとの経営指標一覧 報告書12P 参照
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１．経営指標から見える実態 ～黒字・赤字施設の比較～

２．事業活動を行う上で重要なポイント ～自施設の課題を整理する～
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収益維持

収益の増加

単価を上げる

利用者を増やす

稼働を維持する

費用の適正化

職員体制を見直す

事業活動を行う上で重要なポイント

業務内容を見直す

光熱水費の使用方法を見直す

「経営」と「運営」からの視点で捉える



10© Kawahara Business Management Group

✓ 利用者の受入状況に対する職員体制
✓ フロアやユニットでの5Sの徹底
✓ 照明や冷暖房・水道などの適切な使用方法
✓ 消耗品の管理

収益の増加

費用の適正化

✓ 利用者受け入れの意識（ポジティブな姿勢）
✓ 待機者の確保、地域への認知度向上
✓ 入院者を増やさないための早期発見・治療
✓ 要件を満たしている加算の算定

事業活動を行う上で重要なポイント
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図表Ⅳ-3-13：入居に至らなかった理由（定性設問）

「医療依存度の高い方」が増加と約90％の施設が実感している

「医療依存度の高い方」の受け入れ幅を広げる事がポイントになる

自施設の課題を整理する

報告書52P 参照
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厚生労働省 「令和6年度介護報酬改定の主な事項」より

（例）利用者受け入れの意識（ポジティブな姿勢）

自施設の課題を整理する
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例）入所判定会議での「入所者決定」の項目が確立されているか？

入所判定に該当する対象者がリストアップ出来ているか？

⇒入所に至らなかった理由に上がる対象者を、入所しやすい環境にする。

例）①医療依存度の高い方

協力医療機関（または近隣の中核病院）の医師との連携

⇒入所後の体調不良時に、相談しやすい関係を構築する

施設内の嘱託医、各部署スタッフとの受け入れ基準の明確化

⇒各部署が「受け入れられない」というネガティブ思考ではなく、

「受け入れられる」というポジティブ思考へと転換する。

②入所後の事務手続き等が出来ない方

成年後見人の選定

⇒市区町村の相談窓口との関係強化を図る。

13

自施設の課題を整理する

（例）待機者の確保、地域への認知度向上
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・医療処置の対応が出来る範囲を広げる

14

・対応する（出来る）ための
マニュアルの整理

・勉強会の開催

・積極的な研修の参加

・医師との連携
・看護職員同士の認識確認

自施設の課題を整理する

（例）待機者の確保、地域への認知度向上
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1. 空床が発生する原因
は何か。

2. 仮に、「入院者が多
い」場合、その入院
の原因トップ3は何か。

3. その中で「予防可能
な入院：誤嚥性肺
炎・転倒骨折・尿路
感染（腎盂腎炎）な
ど」への具体的対策
の実行状況はどうか。

（例）

1. 誤嚥性肺炎

➢ 口腔ケアや食事（栄養ケア・マネジメント）提供の見直し

➢ 歯科医師や歯科衛生士との関わり：口腔衛生管理加算

➢ 口腔ケアの実施方法の具体的見直し、食事前の口腔体操実施

➢ 管理栄養士の役割：栄養マネジメント強化加算（ミールラウンド
頻度の増加、他職種連携の推進）

➢ 食事形態や水分とろみ加減、食事時の姿勢・ポジショニングなど
の見直し

2. 転倒骨折

➢ リスクマネジメント：事故発生予防と再発防止策の組織的取組み

➢ 安全対策体制加算（特養で69.9％算定）・安全管理体制未実施減
算（特養で1.5％：運営基準「安全対策担当者の設置」問題）

3. 尿路感染（腎盂腎炎）

➢ 配置医師や協力病院との連携（看護師の役割）、利用者ケアの指
導・助言など

➢ 排せつケアの見直し（時間帯やケア方法）、水分摂取量や方法な
ど

：排せつ支援加算、自立支援促進加算、ADL維持等加算

（例）入院者を増やさないための早期発見・治療
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【「令和6年度介護報酬改定」の概要と特養・短期入所：基本報酬】

２．「令和6年度介護報酬改定」について

厚生労働省 「令和6年度介護報酬改定の主な事項」より
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２．「令和6年度介護報酬改定」について

新加算の取得状況（取得見込み）と他団体の全国調査との比較（報告書32P 図表Ⅳ-2-2より）

加算項目
相模原市　2024年度調査

取得見込み（7月調査）

全老施協

（6月調査）

福祉医療機構

（WAM）

（8月調査）

介護職員等処遇改善加算等Ⅰ 70.73% 77.3% 79.6%

介護職員等処遇改善加算等Ⅱ 21.95% 14.0% 16.4%

介護職員等処遇改善加算等Ⅲ 0.00% 4.3% －

介護職員等処遇改善加算等Ⅳ 0.00% 1.0% －

介護職員等処遇改善加算等Ⅴ 4.88% － －

認知症チームケア推進加算Ⅰ 0.00%

認知症チームケア推進加算Ⅱ 2.44%

特別通院送迎加算 2.44% 3.6% ー

退所時情報提供加算 12.20% － －

協力医療機関連携加算(1) 29.27% 25.3%

協力医療機関連携加算(2) 17.07% 4.1%

高齢者施設等感染対策向上加算 7.32% 17.5% 17.5%

生産性向上推進体制加算 0.00% 4.2% 6.9%

49.2％～61.5％

2.7% ー
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自施設の課題を整理する

「要件を満たしている」施設は約50％だが
「算定している」施設は約30％に留まっている

報告書34P～参照
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２．「令和6年度介護報酬改定」について

【医療介護の連携】
＜経過措置3年間がある＞

• 運営基準の改正により、高齢
者施設等と医療機関の連携強
化が義務化

• 「協力医療機関連携加算」：
100単位/月（令和6年度）

➢ 利用者の現病歴等の情報共有
を行う会議は「テレビ電話等
で可、必ずしも医師でなく連
携室等の職員でも可」

• 「配置医師緊急時対応加算」
など関連する多くの加算の算
定要件が変更、など。

↓
協力医療機関との実効性ある連携
体制の構築が必須であり、事業収
益上も大きな影響がある。

↓
現在の配置医師や協力病院などと
の契約見直しが必要か検討する。
※ 複数の医療機関を定めること

により要件を満たすことで可。
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自施設の課題を整理する

「要件を満たしている」施設は０％

報告書34P 参照
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２．「令和6年度介護報酬改定」について



利用者が減少した（居宅介護

支援事業所からの紹介の減少

を含む）

近隣に特養や在宅サービス事

業者が増えたことによる減少

利用控えによる減少があった

（利用者負担割合の増加・単位

数の制限等）

新型コロナウイルスの影響

緑区 63.63% 66.38% 64.22% 61.35%

中央区 78.12% 77.60% 87.28% 79.09%

南区 78.80% 78.91% 89.80% 79.71%

50.00%

55.00%

60.00%

65.00%

70.00%

75.00%

80.00%

85.00%

90.00%

95.00%
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図表Ⅳ-5-2：短期入所の利用率が低下している理由

低下した要因、対策を整理し、他施設との差別化を図る

自施設の課題を整理する

報告書40P 参照
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①ケアマネジャーが求めるものは何かを知る

• 「どんな短期入所先を必要としているか？」

• 「地域のニーズと事業所がマッチしているか？」

②ケアマネジャーに「知ってもらう手段」を考える

• 事業者が提供出来るサービス内容を、その場で提案出来る

• スピード感を持つ

③事業所が「やっていること」を前面に出す

• ケアマネジャーが事業所に「親近感」を持たせる戦略作り

ケアマネジャーとの関係構築を強化Point 

稼働率の低下の要因
課
題

自施設の課題を整理する
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●HP

●パンフレット

●事業所写真
事業所の「売り」がわかる素材を準備する

職員が事業所の「売り」を言語化して、

素材にプラスアルファ出来ること！

何より大事なものは…

例）居宅介護支援事業所へのアプローチ

例）●ハード面の見せ方

おしゃれ感、綺麗さ、明るさ

●特徴

元気な方が多い、食事が美味しい

●設備

リハビリ機器、入浴設備

●スタッフ

平均年齢が若い、男性が多い
※弊社HPより

自施設の課題を整理する



人数 回答施設 人数 回答施設 人数 回答施設 人数 回答施設

新卒 1.00 2 1.50 2 - - - - - -

中途（直接雇用） 1.60 10 1.20 5 1.33 6 3.17 12 459,960

中途（紹介会社経由） 1.00 2 2.33 3 - - 1.00 1 1,617,721

中途採用者合計 2.60 12 3.53 8 1.33 6 4.17 13

派遣職員からの雇入れ - - 1.00 2 - - - - 937,000

紹介予定派遣 - - - - - - - - -

その他 - - 1.00 2 - - 2.25 5 185,000

2,077,681

男性 女性 男性 女性従来型

正規職員 非正規職員

採用経費 紹介手数料

人数 回答施設 人数 回答施設 人数 回答施設 人数 回答施設

新卒 2.00 3 1.20 5 - - - - 95,593 -

中途（直接雇用） 2.64 11 3.00 10 2.00 8 3.75 12 614,235

中途（紹介会社経由） 1.00 3 3.40 5 1.67 3 2.00 3 1,618,031

中途採用者合計 3.64 14 6.40 15 3.67 11 5.75 15

派遣職員からの雇入れ - - 1.00 3 - - - - 758,670

紹介予定派遣 - - - - - - - - -

その他 1.33 3 2.50 4 1.00 1 4.50 8 872,003

採用経費

2,232,266

紹介手数料男性 女性 男性 女性ユニット型

正規職員 非正規職員
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自施設の課題を整理する
報告書P.69～参照
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参考例 紹介会社からの中途採用の場合

例 介護職員（正職員）紹介手数料換算は（税別） ？

月給（手当含む） 250,000円×12＝ 3,000,000円
賞与（手当除く） 200,000円×2か月分＝  400,000円
合計 3,400,000円

●紹介手数料
想定年収 3,400,000円×30％＝1,020,000円

 

「費用」を「収益」でカバーすることが必要

自施設の課題を整理する
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報告書23P 参照

現場で「削減出来ること」を考える

（例）照明や冷暖房・水道などの適切な使用方法

自施設の課題を整理する
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自施設の課題を整理する

今後の物価高騰の影響を鑑みても、「値上げ」は重要課題

報告書76P 参照
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自施設の課題を整理する

今後の物価高騰の影響を鑑みても、「値上げ」は重要課題

報告書77P 参照



03-5422-7348 sagamihara-tokuyo@kawahara-group.co.jp

川原経営総合センター 経営コンサルティング部門
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